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本
書
は
、
明
治
初
期
の
文
化
財
行
政
に
携
わ
っ
た
蜷
川
式
胤
が
一
八
七
二

（
明
治
Ⅱ
）
年
の
社
寺
宝
物
調
査
の
際
に
著
し
た
日
記
「
奈
良
之
筋
道
」
を

翻
刻
し
、
あ
わ
せ
て
未
公
開
の
関
係
史
料
を
翻
刻
、
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
学
大
学
院
出
身
で
東
京
都
現
代
美
術
館
に
勤
め
る
米
崎
氏
は
、
一
九
九
一

年
に
蜷
川
式
胤
関
連
史
料
を
調
査
す
る
機
会
を
得
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
学

芸
員
の
杣
で
あ
り
文
化
財
保
護
の
黎
明
期
を
支
え
た
蜷
川
式
胤
の
研
究
に
意

欲
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
二
○
○
○
年
か
ら
「
奈
良
之
筋
道
」
の

調
査
・
解
読
作
業
を
進
め
、
今
川
の
刊
行
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
京
都
東
寺
の
公
人
の
家
に
生
ま
れ
た
蜷
川
式
胤
は
、
一
八
六
九
（
明

治
二
）
年
に
新
政
府
に
出
仕
し
て
の
ち
古
器
旧
物
の
保
存
や
東
海
近
畿
地
方

の
宝
物
調
査
、
博
覧
会
の
開
催
・
博
物
館
開
設
な
ど
、
明
治
初
年
の
文
化
財

行
政
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
他
方
で
個
人
の
事
業
と
し
て
も

「
観
古
図
説
」
「
徴
古
図
説
」
「
好
古
図
説
」
な
ど
占
物
の
図
録
の
編
纂
・
出

版
に
従
事
し
、
シ
ー
ポ
ル
ト
、
モ
ー
ス
、
キ
ョ
ソ
ー
ネ
な
ど
欧
米
人
と
の
親

交
を
通
じ
て
日
本
の
古
美
術
を
海
外
に
紹
介
し
た
。
こ
う
し
た
蜷
川
の
業
績

の
中
で
、
特
に
旺
倉
院
開
封
を
、
王
Ⅱ
的
と
す
る
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の

社
寺
宝
物
調
査
は
「
壬
申
検
査
」
の
名
で
知
ら
れ
、
明
治
初
期
文
化
財
行
政

の
一
エ
ポ
ッ
ク
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

米
崎
情
実

『
蜷
川
式
胤
「
奈
良
の
筋
道
迄

書
評
と
紹
介

齋
藤
智
志

そ
の
た
め
「
奈
良
之
筋
道
」
は
、
こ
れ
ま
で
も
明
治
初
期
の
文
化
財
行
政

を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
蜷
川
式
胤
個
人

の
伝
記
的
研
究
、
写
真
史
研
究
な
ど
か
ら
も
蜷
川
の
史
料
が
活
用
さ
れ
て
き

て
い
る
。
だ
が
、
蜷
川
独
特
の
字
体
は
判
読
が
難
し
く
、
社
寺
や
宝
物
の
知

識
も
必
要
と
な
る
た
め
、
全
体
の
通
読
に
は
大
き
な
労
力
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
Ｈ
記
全
体
の
翻
刻
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
書
は
、
こ
の
「
奈
良
之
筋
道
」
の
全
体
を
翻
刻
し
利
用
の
便
に
供
さ
れ

た
も
の
で
、
美
術
史
、
博
物
館
史
、
文
化
財
の
歴
史
の
研
究
に
貢
献
す
る
と

こ
ろ
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
判
読
の
胴
難
な
蜷
川
の
筆
跡
を
注
意
深
く
翻

刻
さ
れ
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。
特
に
、
「
奈
良
之
筋
道
」
貼
付
の

写
真
を
す
べ
て
掲
載
し
、
写
真
の
貼
付
位
置
、
蜷
川
が
記
し
た
写
真
の
説
明

書
き
の
記
載
な
ど
、
で
き
る
限
り
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

研
究
上
利
益
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
蜷
川
家
所
有
の
未

公
開
史
料
の
一
部
を
何
時
に
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
新

た
な
視
野
を
開
く
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
内
容
に
厚
み
を
加
え
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
本
書
の
内
容
を
Ⅱ
次
に
沿
っ
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
全
体

は
「
奈
良
之
筋
道
」
「
関
連
史
料
」
「
解
題
」
の
三
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
之
筋
道

奈
良
之
筋
道
壱

奈
良
之
筋
道
弐

奈
良
之
筋
道
参

関
連
史
料

明
治
三
年
覚
書

服
制
に
関
す
る
建
言
書
案

六

五
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服
制
に
関
す
る
書
状
案

解
題

ま
ず
本
書
の
中
心
と
な
る
「
奈
良
之
筋
道
」
で
あ
る
が
、
一
八
七
二
（
明

治
五
）
年
の
社
寺
宝
物
調
査
に
関
す
る
、
三
冊
か
ら
な
る
日
次
の
記
録
で
あ

る
。
第
一
冊
目
の
冒
頭
に
は
、
明
治
五
年
社
寺
宝
物
調
査
に
い
た
る
経
緯
と

関
係
す
る
達
の
写
し
、
日
数
・
費
用
・
人
員
等
の
メ
モ
が
記
載
さ
れ
、
続
い

て
五
Ⅱ
二
七
日
の
東
京
出
立
か
ら
七
月
二
一
Ⅱ
ま
で
の
記
録
と
な
る
。
東
海

道
の
移
動
中
は
道
中
の
風
土
、
風
俗
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
六
月
五
日

か
ら
七
日
ま
で
は
名
古
屋
で
、
六
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
伊
勢
で
神
宮

や
寺
院
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
六
月
二
四
日
に
入
京
し
京
都
の
諸
寺
院
調

査
を
開
始
し
て
い
る
、

第
二
冊
目
は
七
月
二
一
一
日
か
ら
八
月
二
九
日
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
引
き

続
き
京
都
の
諸
寺
院
や
御
所
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
八
月
八
日
か
ら
は
奈
良

の
社
寺
調
査
を
開
始
、
メ
イ
ン
の
正
倉
院
調
査
は
一
二
日
か
ら
二
○
Ⅱ
ま
で

を
費
や
し
て
い
る
。
巻
末
に
は
調
査
中
の
留
意
点
、
道
中
の
費
用
、
贈
答
品

一
覧
が
記
載
さ
れ
、
第
一
冊
目
、
第
二
冊
目
に
張
り
損
ね
た
関
連
写
真
が
貼

付
さ
れ
て
い
る
。

第
三
冊
目
は
八
Ⅱ
一
一
一
○
日
か
ら
翌
一
八
七
三
（
川
治
三
）
年
一
Ⅱ
一
一
一
一
日

ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
引
き
続
き
奈
良
地
方
の
社
寺
を
調
査
し
た
の
ち
、
九

月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
は
大
阪
の
社
寺
を
、
の
ち
ふ
た
た
び
入
京
し
京
都
の

社
寺
を
調
査
。
こ
の
間
に
滋
賀
県
石
山
寺
、
竹
生
島
な
ど
に
も
出
張
し
て
い

る
。
一
○
月
二
○
日
の
東
京
着
後
は
、
文
部
省
へ
の
報
告
や
、
目
録
作
成
の

様
子
等
を
記
し
て
い
る
。
巻
末
に
は
三
冊
目
ま
で
に
書
き
漏
ら
し
た
調
査
記

事
、
ま
た
「
巡
川
中
品
物
ノ
尤
モ
主
ダ
ル
物
」
（
三
九
一
一
頁
）
の
一
覧
表
が
記

法
政
史
学
第
六
十
四
号

載
さ
れ
て
い
る
。

各
冊
に
は
蜷
川
自
身
や
他
の
出
張
者
の
行
動
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
は
Ｈ
々
の
宝
物
調
査
の
経
過
は
も
ち
ろ
ん
、
道
中
の
風
景
・
風
土
、

各
社
寺
や
町
の
様
子
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
蜷
川
は
こ
の
調
査
旅
行

の
際
に
各
地
の
芸
能
や
年
中
行
事
の
見
学
、
県
庁
で
の
相
談
、
芸
者
遊
び
、

古
美
術
商
や
陶
芸
家
な
ど
諸
産
業
の
見
学
、
親
族
や
京
郁
の
仲
間
内
と
の
交

流
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
記
載
内
容
は
非
常
に
蝋
富
で
あ
る
。
ま
た
宝

物
を
調
査
し
た
日
に
は
、
宝
物
の
Ⅱ
録
と
そ
れ
へ
の
感
想
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
当
該
期
の
調
査
対
象
を
知
る
上
で
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
各
冊
に
計
八
一
枚
の
写
真
が
添
付
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
蜷
川
自
身
の
説

明
が
付
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
日
記
の
特
徴
で
あ
る
。

次
に
「
関
連
史
料
」
と
し
て
、
蜷
川
家
所
蔵
の
未
公
開
史
料
の
う
ち
比
較

的
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
「
奈
良
之
筋
道
」
読
解
に
関
連
あ
る
も
の
が
翻
刻
さ
れ

て
い
る
。
「
明
治
三
年
覚
書
」
は
、
明
治
三
年
に
蜷
川
が
関
わ
っ
た
業
務
や
、

政
府
近
辺
の
出
来
事
に
つ
い
て
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
蜷
川
が
所
属
し

た
制
度
局
取
調
御
用
掛
の
業
務
、
明
治
三
年
段
階
の
服
制
調
査
に
関
す
る
記

述
、
正
倉
院
開
封
に
関
す
る
記
述
な
ど
が
注
Ｈ
さ
れ
る
。

「
服
制
に
関
す
る
連
一
言
書
案
」
は
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
四
月
、
蜷

川
が
太
政
官
か
ら
諮
問
を
受
け
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
昔
よ
り
の
服

制
を
廃
し
て
上
古
の
服
制
に
戻
し
、
「
本
朝
風
」
（
四
一
五
頁
）
を
他
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
違
い
を
図
解
で
詳
し
く
説
明

し
て
い
る
。
「
服
制
に
関
す
る
書
状
案
」
は
、
蜷
川
に
よ
る
服
制
に
関
す
る
書

状
案
二
点
を
収
め
た
も
の
で
、
一
点
は
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
一
○
月
、

東
京
下
向
以
前
に
記
さ
れ
た
も
の
、
も
う
一
点
は
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年

一
ハ
ー
ハ
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七
月
以
降
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
「
本
朝
の
古
典
ノ
制
」
（
川
三
○

頁
）
を
取
る
事
を
主
張
す
る
の
は
建
言
書
案
と
同
様
だ
が
、
英
国
が
素
材
。

仕
立
と
も
自
国
の
も
の
の
み
用
い
て
い
る
こ
と
や
、
無
規
則
な
洋
装
取
り
入

れ
が
外
国
人
の
不
興
を
買
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
興
味
深

い
。
い
ず
れ
も
「
奈
良
之
筋
道
」
以
前
の
蜷
川
の
意
識
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
、
文
化
財
行
政
に
関
す
る
研
究
の
み
な
ら
ず
、
服
制
研
究
な
ど
風
俗
史

研
究
の
側
面
か
ら
も
、
興
味
深
い
史
料
と
い
え
る
。

岐
後
に
米
崎
氏
に
よ
る
「
解
題
」
が
付
さ
れ
、
①
蜷
川
式
胤
に
つ
い
て
、

②
明
治
五
年
の
社
寺
宝
物
調
査
に
い
た
る
経
緯
と
宝
物
調
査
の
概
要
、
③
所

収
史
料
の
概
要
、
の
三
点
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
蜷
川
が
一

八
七
二
（
明
治
五
）
年
社
寺
宝
物
調
査
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
服
制
の

制
定
に
つ
い
て
詳
し
く
言
及
さ
れ
、
蜷
川
が
「
服
制
が
国
体
を
表
象
す
る
も

の
、
つ
ま
り
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
表
象
で
あ
る
と
い
う
認
識
」
（
四

四
二
頁
）
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
そ
し

て
、
蜷
川
が
服
制
考
証
の
根
拠
と
し
て
社
寺
に
残
る
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
古

器
旧
物
を
用
い
て
い
た
こ
と
、
社
寺
宝
物
調
査
の
際
に
も
服
制
な
ど
の
制
度

考
証
の
視
点
か
ら
調
査
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
奈

良
之
筋
道
」
を
読
み
解
く
上
で
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
本
書
の
関
連
史
料
と

し
て
服
制
に
関
す
る
史
料
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
一
見
意
外
な
感
を
受
け

る
が
、
服
制
論
を
通
じ
て
蜷
川
の
社
寺
宝
物
調
査
の
視
点
を
、
ひ
い
て
は
蜷

川
の
思
想
を
読
み
取
る
と
い
う
米
崎
氏
の
知
見
を
示
す
も
の
と
い
え
、
本
書

の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
「
関
連
史
料
」
と
「
解
題
」
は
あ
わ
せ
て
、

「
奈
良
之
筋
道
」
の
読
解
を
助
け
る
手
が
か
り
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
本
書
を
通
読
し
て
興
味
深
く
感
じ
た
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
き

書
評
と
紹
介

た
い
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
宝
物
調
査
の
実
態
を
詳
し
く
把
握
で
き
る

の
み
な
ら
ず
、
当
時
に
お
け
る
古
い
物
へ
の
価
値
感
覚
の
一
端
を
う
か
が
え

る
こ
と
で
あ
る
。
目
録
か
ら
は
何
が
調
査
保
存
に
値
す
る
宝
物
と
見
な
さ
れ

た
か
が
わ
か
る
し
、
各
品
月
や
写
真
に
付
さ
れ
た
感
想
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
ど
ん
な
価
値
を
見
出
し
て
い
た
か
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
調
査
対
象

や
そ
れ
へ
の
価
値
意
識
は
、
明
治
中
期
以
降
と
、
ま
た
現
在
と
ど
の
よ
う
に

違
う
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
代
の
価
仙
観
、
文
化
認
識
の
あ
り

方
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

米
崎
氏
は
「
解
題
」
で
、
彫
刻
に
対
す
る
記
載
や
評
価
が
極
め
て
薄
い
こ

と
、
人
物
彫
刻
に
注
目
す
る
際
も
服
制
考
証
の
資
料
と
し
て
評
価
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
も
明
治
中
期
以
降
、
仏
像
を
は
じ
め

と
す
る
彫
刻
に
美
術
品
と
し
て
の
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
対
照
的

で
あ
り
、
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。

蜷
川
は
他
の
宝
物
に
関
し
て
も
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値
を
見
出
す
傾
向

が
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
「
尤
宜
敷
」
「
美
ニ
シ
テ
見
事
」
「
轟
末
」
な
ど
と
宝

物
の
美
的
価
値
を
評
し
、
笛
や
琵
琶
な
ど
の
楽
器
、
香
な
ど
、
実
際
に
使
っ

て
み
て
そ
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
な
ど
実
川
的
価
値
も
判
定
し
て
い
る
。

実
川
に
よ
る
良
し
悪
し
の
評
価
と
い
う
の
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
判
断
で
あ
る
。
評
者
の
力
量
で
は
こ
う
し
た
記
載
内
容
に
適
切
な
評
価

を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
も
当
該
期
の
価
値
観
、
も
の
の
見
方

の
あ
り
方
を
知
る
上
で
興
味
深
い
研
究
対
象
に
な
る
も
の
と
い
え
る
。

さ
ら
に
こ
の
日
記
で
目
を
引
い
た
の
は
、
建
造
物
や
風
景
、
風
俗
、
芸
能
、

年
中
行
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
関
心
を
向
け
、
写
真
・
ス
ケ
ッ
チ
な
ど

を
駆
使
し
て
そ
の
記
録
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
七
九
頁
で
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は
京
都
の
舞
妓
の
写
真
を
貼
付
し
「
此
頃
の
京
女
の
風
俗
も
、
つ
ゐ
に
ハ
巷

る
事
と
存
し
巾
、
此
冊
一
一
加
ふ
」
（
七
九
頁
）
と
の
説
明
書
き
を
付
し
て
い
る

な
ど
、
そ
の
関
心
は
民
間
の
風
俗
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
蜷
川
は
し
ば
し
ば
、

西
欧
の
制
度
や
文
化
の
流
入
に
よ
り
古
い
風
俗
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
対

す
る
危
機
意
識
を
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
か
ら
民
間
の
風
俗
レ
ベ
ル

に
い
た
る
ま
で
調
査
保
存
を
志
向
し
て
い
る
意
味
は
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
蜷
川
ら
の
宝
物
に
対
す
る
感
覚
と
、
社
寺
の
側
の
価
値

感
覚
と
の
断
絶
も
、
い
く
つ
か
の
箇
所
で
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
熱
田
社
や
仁
和
寺
な
ど
で
は
、
社
寺
の
側
が
宝
物
を
出
し
惜
し
み
し
て
蜷

川
ら
一
行
と
衝
突
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宝
物
を
神
聖
な
寺
宝
と
し
て
み
る

感
覚
と
、
国
家
の
制
度
・
風
俗
変
遷
の
考
証
材
料
と
し
て
の
感
覚
と
の
対
立

が
起
こ
っ
た
最
初
の
事
例
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

全
体
と
し
て
は
、
西
欧
文
化
の
流
入
に
よ
っ
て
古
器
旧
物
や
古
建
築
が
失

わ
れ
、
風
俗
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の

た
め
に
古
器
旧
物
を
保
存
し
て
「
歴
史
の
考
證
」
（
七
二
頁
、
清
涼
殿
の
写
真

に
付
さ
れ
た
説
明
）
に
役
立
て
、
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
定
め
る
必

要
性
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

ま
た
、
蜷
川
の
幅
広
い
関
心
の
結
果
と
し
て
、
本
書
は
当
時
の
風
俗
、
生

活
の
様
子
を
知
る
材
料
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。
特
に
社
寺
の
変
化
に
関
す

る
記
載
は
豊
富
で
、
廃
仏
殿
釈
の
様
相
が
詳
し
く
見
て
取
れ
る
。
社
寺
林
の

伐
採
、
建
物
や
境
内
の
荒
れ
よ
う
な
ど
は
各
社
寺
ご
と
に
記
述
が
あ
り
、
ま

た
僧
侶
の
妻
帯
・
肉
魚
食
の
普
及
、
礼
儀
や
学
問
の
有
無
な
ど
、
人
材
面
の

状
況
も
指
摘
し
て
い
る
。
維
新
以
前
の
社
寺
の
様
子
を
熟
知
し
て
い
る
だ
け

あ
っ
て
、
同
時
代
に
お
け
る
社
寺
の
変
容
の
実
態
を
敏
感
に
記
述
し
て
い
る

法
政
史
学
第
六
十
四
号

と
い
え
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
本
書
か
ら
は
、
読
者
の
関
心
に
従
っ
て
様
々
な
論
点
が
引

き
出
さ
れ
う
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書
は
情
報
量
が
少
な
い
当
該
期
の
文
化
財

研
究
に
お
い
て
、
｜
人
の
人
物
の
視
線
を
通
じ
て
と
は
い
え
、
保
存
に
対
す

る
考
え
方
や
調
査
・
保
存
の
実
態
を
詳
細
に
把
握
で
き
る
史
料
で
あ
る
。
文

化
財
に
関
す
る
研
究
、
ひ
い
て
は
当
該
期
の
社
会
、
文
化
を
研
究
す
る
上
で
、

貴
重
な
一
書
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
評
者
の
知
識
範
囲
外
な
の
で
触
れ
な

か
っ
た
が
、
服
制
史
、
写
真
史
な
ど
の
研
究
史
料
と
し
て
も
有
用
な
も
の
と

い
え
る
。
本
書
が
広
く
読
ま
れ
、
多
様
な
活
用
が
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。〔
一
一
○
○
五
年
一
一
一
月
刊
Ａ
５
判
四
七
一
一
一
頁
一
三
、
○
○
○
円
十
税

中
央
公
論
美
術
出
版
〕
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